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本書は経済性のある水生植物を簡単にとりあつかった 

もので、次の内容がある。

第 1節 水 生 植 物 概 説 （分類、特徴、経済価値と生産 

展望）、 第 2 節食用経済水生植物の栽培と利用（ヒシ、 

ハス、クワイ、シログワイ、マコモ、セリ、 ヨウサイ、

ジュンサイ）、第3節飼料及び肥料用経済水生植物の栽 

培と利用（ホテイアオイ、ボタンウキクサ、ツルノゲイ 

トウモド牛、アカウキクサ、 ミジンコウキクサ、マコモ 

? (葵草）、 セキショウモ、クロモ、ササバモ、ヒエ？ （稗 

草）、第4節 工 業 、手工業原料用経済水生植物の栽培と 

利 用 （ヨシ、 ヒメガマ、サンカクイ（イ？）、 第 5 節 

薬用経済水生植物の栽培と利用（ォニバス、ャナギタテ、 

ショウブ、ウキヤガラ、ホシクサ、サジオモダカ）

(浜田善利）
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< お願い〉この文献リストは、現 在 、 日本でどのような 

水草の研究が行なわれ、発表されているかを紹介すると 

ともに、将来にわたって、この時代の研究を知る資料に 

なればと思ってまとめています。できるだけいろいろな 

雑誌に注意するようにはしていますが、 1人の目にふれ 

るものといえば限られています。落ちているものがござ 

いましたら御教示願えると幸いです。特に、地方の生物 

学会、植物同好会の機関紙に載ったものについては、ほ 

とんど知り得ないのが実情です。そのようなものがござ 

いましたら、別刷なりコピーを、神戸大学教養部角野 

康郎までお送りいただけると大変助かります。決して無 

駄にはいたしません。
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1 9 8 1年、ベルギーのブリュッセルで開かれたIn ter­
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の Proceedingsである。 69篇の論文（英語43 .仏語26)
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